
２０２４年度 災害時の障害者避難等に関する検討会 

 

１．検討会の目的 

 

 

 

 

２．活動概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．主な参画団体 

 

 

 

 

 

 

４．今年度の検討会開催日 

 開催日 開催内容 

１ １０月１０日 情報共有 

２ １２月１２日 福祉避難所等現状の確認 

３ ０２月１３日 避難所運営体験（シュミレーション） 

 

５．現状と次年度以降への課題 

 

 

 

 

 

 

報告者 検討会代表 サポートセンター五ヶ庄 藤林 貴紀 

福祉避難所のキャパシティ、避難行動要支援者名簿への登録、物資の不足等様々な課題があるため、

どこから手をつけていけば良いのかわからないが、まず個々でできること、団体でできること、行政で

できることを整理し、連携できる体制を考えていく。 

災害が発生した際、避難所の開設等がどのような動きになるかを確認する。その中で、障害の

ある方等、自力で避難することや避難生活を送ることのできない方の支援について、関係機関が

どのように行うのかを整理し、不足しているものを洗い出す。その上で行政機関、福祉サービス

事業所、学校、個人等がそれぞれできることを考えていく。 

現状のままでは災害発生時の動き（ルール）と実体との乖離が大きいため、実態に合った動き

（ルール作り等）を考えていく。 

宇治市危機管理室 宇治市社会福祉協議会、宇治支援学校 

福祉防災コミュニティ協会 

福祉サービス事業所（５団体） 

宇治市障害福祉課（事務局） 

宇治市における災害時の対応について現状を把握し、その上で今後の課題を洗い出し、検討

会や事業所単位で災害時の備えとして何ができるかを検討していく。 

 


